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政治的 ・経済的システムの再帰性 と不可分に関与 しているからである。
本稿の目的は,カルチュラルターンの見地に立 った社会学理論の創発可能性を担うグローバル化論
を概説することで,文 化的なものを貫 く今 日的特性,す なわち 「共時性」の特定化を試みることにあ
る。
キ ー ワー ド グ 囗一バ ル 化,文 化 的 な も の,カ ル チ ュ ラル ター ン,共 時性
1.は じめ に
実際問題 として,「文化(culture)」につい













などを意味す るラテン語 のcolereにあ り,そ
の語義が 「個別の生活様式」一啓蒙思想の根幹
を成す普遍主義への反動的ロマン主義を孕む一






















バーの 「社会過程」 と 「文明過程」から自律 し
た 「文化過程」(人間の情緒的所産としての理
念,思 想,宗 教的信条,芸 術分野における直観
などの動き)と いった黎明期の社会学における
文化概念の多 くは,「人間の獲得 した知識,信























に対 し,実在物に関する表象(観 念 ・心象 ・感
情イメージ)を直接代理する 「高次シグナル」
(実在物 自体は副次的な意味 として間接代理 さ
れる)で ある(川本ほか編1982)。また,シ グ


















































































た 「存在論(Ontologie)」の構築 とい う課題











2.近 代 制度 に内在 す る相 互行 為
と しての文化 一A.ギ デ ンズ









































































































3.グ ローカル化 を と もな う諸観 念 ・
諸 事象 と しての文化
R.ロノて一 トソ ン

























































「す し」である。す しは今 日では西欧社会にも
広 く普及 しているが,そ の際,日本社会 とは異
なる具の付け合わせに加えて,独 自の 「意味づ
け」,すなわち再解釈を経たうえで日常的に食
されている。後者に関 して言えば,す しは 「高
級料理」ではなく,気軽な 「ダイエット食品」・

















4.実 存 的 に重要 な意味 構築 を
ともな う生 活秩 序 と しての文化












バル化 とは,政治,経 済,文 化,対 人関係,技
術,環 境といった各次元同士が複雑に絡みあい

























































題系 に取 り組む うえで,き わめて有効 な文化概
念 で ある。 ただ し前 者 の説 明 に あた って は,
「我 々が文化 を 「結果 を伴 うもの」 として捉 え
る」(Tomlinson1999=2000:51)ことが前
提条件 と して求め られ る。
トム リンソンは,ロ ーカルな個人 的 ・集 団的
な諸活動のなかで人 々が行 う 「文化 的な意 味づ
けや解釈 」(Tomlinson1999=2000:51)に
よ って,グ ローバルな社会的諸 制度 の再帰性 が
結果 として導出 され ると主 張す る。 ここで彼 は
ギデ ンズによる 「制度的再帰性」の議論 を,ロ ー
カル な文化 とグローバルな制度 との時空 間の壁
を越 えた多元的接触の コンテ クス トにおいて,
よ り精緻化 しよ うと試 みている。例えば,フ ァッ
ションに対す る我 々の解釈内容が重な った こと
で新 しく生 じた集合的な購買活動のパ ター ンが,
消費者 の嗜好 の変化 と して服飾企業本社に参照
され るこ とによって,既 存の グローバルな生産
および流通 ネ ッ トワー クの再編や,世 界的な広
告戦 略の見直 しを促 して い く道程を挙 げること
ができる。
グ ローバ ル化 に と って の文 化 の重要性 は,
「取 るに足 らぬ多様な個 々のローカルな行動……
この人 間か らのイ ンプ ッ トに対す る制度の再帰
的 な反応性 」(Tomlinson1999=2000:53)
にあると言 えよ う。
次 に トム リンソンは,文 化 に とってのグロー
バル化の重要性 を,再 帰性 を経 た近代 的社会制
度か らのア ウ トプ ッ トと言 え る 「脱領土化 の 日
常的経験」 にお く。 「脱領土化(deterritoriali-
zation)」とは,文 化 と場所 との 「自然 な」結
合関係の解体過程であ り,も はや今 日の ローカ
ル性 が,あ らゆるモ ノとコ トが 「「遠 隔化」 さ
れた影響力 によってその現場 に 「はめ込 まれた」
特 徴 とな って い るこ と」(Tomlinson1999=
2000:188)を指示 してい る。
したが って脱領土化 の概念 は,共 同体 の統合
装置 として文化 を特定 の場所 と暗黙裡 に結 びつ
けてきた 「機能主義 の伝統」が もつ正当性を衰
退 させることになる。
脱領土化による文化的経験 とは,グ ローバル
なフローを背景に 「転移」 してきた 「非一場所
(non-places)」(匿名性や没永続性 に特徴づけ
られる国際空港のロビー,高 速道路とサービス







































展示され,ま た陳列される 「由緒正 しいものと
いえ るような代物 ではない」(Tomlinson
1999=2000:243)シミュラークルとの,様 々






















5.差 異 を本質 とす る集 団 的
アイデ ンテ ィテ ィと しての文 化
一A .アパ デ ュライ
A.アパデュライは,現 行のグローバルな社
会的 ・文化的システムがきわめて複合的かつ予
測困難な理 由を,経済 ・政治 ・文化同士の関係
が本質的に乖離 している点に求める(Appa-
durai1996)。こうしたグローバル世界を構成
す る各次元 間の根源的な 「乖離構造」 を把握 す
るための分析枠組 みと して,彼 は五 つの 「ラン
ドス ケー プ(landscape)」を設定 す る。 それ
は 「エス ノスケー プ(ethnoscapes)」(難民 や
移民労働者 とい った越国家的 にフローす る主 体
の地景),「メデ ィアスケープ(mediascapes)」
(多様 なメデ ィア機 関 によって身近 な生活空 間
へ と日常 的に配信 される世界 に関す る虚 構の地
景),「テ クノスケー プ(technoscapes)」(熟
練 ない し非熟練労働者 の国際労働市場へ の参入
を加速 させ る機械 的 ・電子的技術の流動的 な布
置状況 と越 国家的な高速移動),「ファイナ ンス
ケー プ(finanscapes)」(国債市 場 にお ける投
機 的取 引によ って,膨 大 な金融資本が国家経済
にかつてないほ ど急速 に流 出入す る状況),「イ
デオ ス ケー プ(ideoscapes)」(啓蒙主 義 的 な
概念 と思 想か ら成 る所謂 「大 きな物語」 や,既
成の国家権 力への対抗 的観念 が世界 中に拡散 す
る状況)で あ る。
アパデ ュライは五 つの要素 に共通す る特徴 と
して,国 境を超え るフローが流動 的かつ不規 則
であ ること,複 合的な相互 関係 が無数 の観察者
の視 覚 に応 じて,つ ま り多様 な解釈 に よ って
「構築 」 され ること,互 いの活動 を媒介 しあ う
関係 にあ るとともに逆に制限 しあ う関係 にもあ
ること,深 層 にお いては相互に乖離 して いるこ
とを挙 げ る。彼 の議論 に したがえば,「暴走 す
る世界」(Giddens1991)とも形容 でき る今 日
の不確定で予測困難な グローバル世 界 は,ラ ン
ドスケー プ間 の 「乖離構造の増大にあわせて生
起 してい る」(Appadurai1996=2004:77)と
いうことになろ う。
なかで もメデ ィアスケー プとイデオ スケープ
は,と もにイメージの連鎖で あるとい うこと以
外 に,グ ローバル な人間生活の実際的諸局面 で
もきわめて相即 的な関係 にある。
まず,ラ ジオ,テ レビ,新 聞,フ ァックス,
電子 メール な どは,対 立す るエ スノスケープ と




このケースは,カ ナダ(ケ ベ ック州),スペ























と関心 の共 同体 を形成 しつつ ある」(Appa-
durai1996=2004:346)o
アパデュライは,文化を物質的あるいは形而
























































































のの,結 局 い くつかの シンボル的な 「記号体系」
へ収斂 させ ることがで きる。
内部 および外部か らの 「象徴 的な意 味づけ」
を経て土着化 され る消費財や観光 資源 としての
空間 も,個 別 のコ ンテ クス トを背景 と して一市
民 および一民族単位で実存 と密接 に関わ る諸表
象 を伝達す る消費,労 働,社 会運動 を含 む多元
的 な行動様式 も,社 会的 システムの広範 囲に及
ぶ再帰性 に深 く関与 してい る。 グローバルな社
会 的な ものの再編 は,そ の内部 にお ける重層的
関係 だけでな く,文 化的な ものに特有の シ ンボ
ル性 が及 ぶ時空 間の拡大 一輸送 とコ ミュニケー
ション技術 の革新,文 化産業 に対す る都市行政
機構 によ る支援策,民 族や知識人 によるディア
スポ ラの増進 とい った諸条件を背景 とす る一に
よ って も大 きく制約 されて いるので ある。
したが って我々は,今 日の文化的な ものの根
源 にあ るシンボル性 に焦点化す ることで,社 会
的な もの との相互再 帰性 一どち らもグ ローバ ル
に生 起す る場合 もあれば,文 化的 な ものの変化
が ロー カルな位相でのみ生起す る場合 もあ る一
という循環過程を もカバーす る文化 に関す る理
論研究を前進で きるのであ る。
最後 に,超 国家的規模 での社会変動 を直接対
象 とす るグローバル化論 は,暗 黙裡 に社会を国
民国家 と同一視 して きた20世紀 中葉 までの社会
学理論 の延長上 に布置で きるものであ る。 さ ら
に,現 代 における文化的次元 の記号 作用や社会
的次元 との相互作用 のダイナ ミズ ムにつ いて も
扱 う,多 次元性 を重視す るグローバル化論 は,
カルチ ュラルター ンの見地 に立 った存在論 へ と
従来 の社会学理 論 を止揚 させ る 「宿駅 」,す な
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